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（欧文題）  Arguments on International Society during the “Crises”: 















第 1 章 分析枠組みの提示と論文の意義 
第 1 節 国際関係理論における英国学派とその歴史 
（1）国際関係理論としての英国学派―概要  
（2）英国学派の展開史―概要  
第 2 節 本論文の考察対象者（カー、ワイト、ブル）について  
（1）歴史考察の対象としての英国学派の展開史  
（2）英国学派の歴史を巡る論争―ヒデミ・スガナミとティム・ダン 




第 2 章 エドワード・H・カー（1930 年代）  
第 1 節 国際秩序の安定条件に対するカーの認識 





第 3 節 イギリスの危機に対する E・H・カーの処方箋  
（1）国際法、連盟規約第 16 条「制裁」条項に対する批判  
（2）平和的変革の擁護 




第 3 章 マーティン・ワイト（1940 年代後半～1950 年代）  
第 1 節 国際秩序に対するワイトの認識  
（1）国際秩序の基軸としての勢力均衡  
（2）政策決定者の着想（ideas）の重要性  
第 2 節 国際秩序の危機―ソヴィエト、バンドン勢力、西側諸国  
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（1）国連に対するワイトの認識（1940 年代後半から 1950 年代）  
（2）第三次世界大戦の勃発可能性  
第 3 節 LSE における講義―グロティウス主義の導入  
（1）国際関係論における 3 つの伝統―ホッブズ、カント、グロティウス  
（2）グロティウス主義の国際秩序観  
小結 
第 4 章 ヘドリー・ブル（1970 年代後半～1980 年代） 
第 1 節 国際秩序に対するブルの基本認識  
（1）国際社会論の擁護―ホッブズ的論理への批判から 
（2）多元主義と連帯主義―2 つの国際社会観  































以下、第 2 章以降は、英国学派の代表的論者である Edward Hallet Carr、Martin 
Wight、Hedley Bull の三人を一人ずつ取り上げて、彼らの「国際社会」に関する思想
を丹念に追っている。 



























また、第 4 章「ヘドリー・ブル（1970 年代後半～1980 年代）」では、国際的危機に
























































































 以上述べたように本論文はイギリスにおける国際関係理論が 20 世紀という長いタイ
ムスパンにおいてどのような特徴を有していたか、アメリカのそれとはどのように異な
るのか、そして代表的論者がそれぞれの時代背景を基にどのような主張を展開したのか
について要領よくまとめている。それだけでなく、「国際社会」という協調的な側面と、
「持つ人々」「持たざる人々」という差別的な側面との双方について、カー、ワイト、
ブルという３人の論者それぞれの主張を論じたものとなっている。 
 もちろん問題がないわけではなく、代表的論者三人を研究したと言っても、カーはか
つて学位請求者が修士論文で論じた内容であることも幸いして、かなり精査がされてい
るのに対し、ワイトとブルについては記述の分量からしても、もっと詳細に論じても差
し支えないという評価はある。また、学位請求者は「危機の時代」における英国学派の
特徴を抽出したと主張しているが、それが「平和の時代」とどのように異なるのか、い
まひとつ釈然としないのも確かである。しかし、学位請求者が論文作成の過程でこれら
の点に関していくつかの論点を盛り込んで再構成した結果、本学位請求論文は博士学位
に相当するものになったという評価を下すことができる。 
 
７．論文の判定 
 本学位請求論文は、政治経済学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出され
たものであり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終
試験に合格したので、博士（政治学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
